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【１回戦】 高専・湊 ００ ０ ０ ０ ０

   太田一高 ７７ ４ ３ × ２１ （５回コールド）

○ 令和7年度秋季県北地区二次予選 ・・・９月

太田一高は初回先頭荷見の痛烈なサードへの打球がエラーを誘うと、竹林、酒井、大和田、四倉と連打
し、二死満塁からトップの荷見がセンターオーバーの走者一掃の３塁打でこの回一気に７点を奪います。

太田一高 ２１－０ 高専・湊

９月６日、高萩市民球場において県北地区予選の二次予選が行われました。
この試合で勝ち上れば、県大会出場が決まる大事な試合となります。

2025  AUTUMN !

太田一高の二次予選は、非常にタフなブロックとなりました。まずは、Max１３０キロ後半の那珂湊高
の投手がいる連合チームと対戦となりました。この好投手をいかに攻略し先制点を奪うかがカギでしたが、
速球の対策が見事に生きて、初回から打線が爆発し、毎回得点で21-0（５回ｺｰﾙﾄﾞ）で決定戦に駒を進め
ました。

太田一高打線はその後も相手投手陣を打ち崩し、先発全員安打の２１安打２１得点。また、投げては先
発の酒井、リリーフの卜部が好投し、被安打１，無失点で相手を圧倒しました。
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【代表決定戦】 

日立商高 ０ ００ ２ ００ ０ ３ １ ６

太田一高 ０ １０ ０ ００ ０ ０ ０ １

○ 令和7年度秋季県北地区二次予選 ・・・９月

しかし、太田一高打線は相手の好投手を打ち崩せず、その後四倉、大和田（２本）、荷見、卜部、松本
が安打は放つものの、すべて散発で連打にならず、結局２回の１得点のみとなりました。

太田一高 １－６ 日立商高

９月８日、高萩市民球場において県北地区二次予選の代表決定戦が行われ、日立商と対戦しました。

2025  AUTUMN !

太田一高は２回裏、先頭の４番酒井が豪快にセンターへの２塁打を放つと、松本がしっかり送って１死
３塁。ここで６番主将の大和田がきっちりセンターへ犠飛を運び１点先制に成功しました。

県大会出場ならず

太田一高の先発マウンドは１年柏。３回まで無失点の好投で流れをつかんだ序盤でしたが、４回に２連
打のあと、守備陣の乱れが出てしまい1-2と逆転されます。しかしその後も安定したピッチングで5.6.7回
を被安打０、無失点で相手打線を抑えます。

１点ビハインドで迎えた８回、相手打線が襲いかかります。２本のヒットと四球で１アウト満塁、リリー
フした１年井上も力投するも相手打線を止められずこの回３点を失います。さらに９回、前の試合で好投し
た２年卜部が登板するも１失点、結局1-6で残念ながら県大会出場を逃しました。堅忍不抜で春に備えます。
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